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JPNICブログから、2025年10月に開催された「インターネット・ガバナ
ンスに関する日仏会議2025」への参加報告をピックアップしました。
ブログでは他のセッションについても解説していますので、ぜひご覧
ください。
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「インターネット・ガバナンスに関する
日仏会議2025」参加報告
2025年10月16日および17日、在日フランス大使館（東京都港区）にて「インターネット・ガバナンスに関する日
仏会議2025」が、在日フランス大使館、Afnic（Association Française pour le Nommage Internet en 
Coopération、フランスの.fr ccTLDレジストリ）、慶應義塾大学X Dignityセンターの共催で開催されました。
JPNICはPartnerとして開催に協力しました。

会議は次の五つのセクションからなり、それぞれ3名または4名のパネリストが発表した後、質疑応答というスタイルで
進行しました。

1. 新興技術とAIガバナンス：インターネットガバナンスとの類似点は何か
2. マルチステークホルダーガバナンスモデル
3. インターネットの利用において、どのようにトラストを取り入れるか
4. 埋め込まれた人権に関する相反する見方
5. 国境を跨いだデジタル交換およびデジタル主権に関する特別セッション

初日である16日には、二つのセッションが開催されました。2番目の「マルチステークホルダーガバナンスモデル」では、
在日フランス大使館のBordes氏がモデレーターを務め、JPNICの前村およびフランス側より2名の方が登壇しました。

前村は「インターネット基盤の技術コミュニティとマルチステークホルダリ
ズム」と題して発表しました。マルチステークホルダーモデルを、その大元と
なった、当事者自身が方針策定に関与するというインターネット基盤運営
のやり方の観点から、インターネット基盤のガバナンスとインターネット上
のガバナンスの二つに大別して、それぞれの在り方を議論しました。

この会議はすべて英語で行われ、現地参加は招待者限りでしたが、遠隔参加は誰でも可能となっていました。主催者の
一つである在日フランス大使館によれば、現地参加が約40名、遠隔参加が約10名だったとのことです※1。

翌17日には三つのセッションが開催されました。最後の「国境を跨いだデ
ジタル交換およびデジタル主権に関する特別セッション」では、慶應義塾
大学の大川恵子氏がモデレータを務めました。最初に同学の村井純氏よ
り「インターネット文明とそのガバナンス」と題して、インターネットのサービ
ス提供範囲、インターネット基盤のさまざまな形、研究・教育ネットワーク
の広がりなどについて発表がありました。

本イベントは、日仏両国のエキスパートが「インターネットガバナンス」というキーワードで集った初めての試みとなりま
した。各セッションでは、タイトルに掲げられたキーワードにまつわる異なる視点からの発表を材料に、質疑応答で議論
が展開されるという形式で、議論は実務の具体に落ちるよりも、発表で示された事実関係が示唆する意味合いや、それ
が別の環境で展開されたと仮定する場合にどうなるのか、といった、いわば哲学的な議論に踏み入ることも多く、知的
好奇心が刺激され、深く考えさせられる内容となりました。今回フランス側からの働きかけで実現した試みですが、継
続していきたいという意向もあるようで、今後の展開にも期待したいと思います。

https://jp.diplomatie.gouv.fr/ja/conference-franco-japonaise-sur-la-gouvernance-dinternet-2025※1  

マルチステークホルダーガバナンスモデルセッションで話す前村

「国境を跨いだデジタル交換およびデジタル主権に関する特別セッション」で話す村井氏

インターネット研究所
ハジメ・コトー Jr.  所長
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「インターネット歴史年表」も見てね!!
https://www.nic.ad.jp/timeline/

現代では多くの人が持ち歩いているスマートフォンですが、そのご先祖様は
どのような形をしていたのでしょうか？

現在主流のスマートフォンはキーボードの代わりに全面カラーディスプレイ
とタッチパネルを装備し、通信だけでなくさまざまなアプリをインストール
して実行できます。このスタイルを主流にしたのは、間違いなく2007年発売
のiPhoneでしょう。

iPhone以前にもスマートフォンと呼ばれるものはありましたが、キーボード
前提だったり、インストールできるアプリも限定的だったりでした。歴史を遡
ると、1996年のNokia 9000 Communicatorや1994年のIBM Simonと
いった製品がスマートフォンの先駆けとされています。

日本においては2000年代にフィーチャーフォン、いわゆるガラケーと呼ばれ
る携帯電話が普及しましたが、機能的にはスマートフォンと遜色ないもので
した。ただ、通信事業者やメーカーによる囲い込みがあり、ユーザーが自由
に機能を追加することはできませんでした。

スマートフォン

スマートフォン

協力:株式会社日本レジストリサービス

携帯電話 モバイルPC

ガラケー

［テーマ］

第27回 モバイル
デバイス

ことはじめ
インターネット

次回はVPNの予定です。

スマートフォンに至る流れの一つが、PDAと言えます。これはPersonal Digital 
Assistantの頭文字を取ったもので、スケジュール、電話帳、メモ、ToDoといっ
た情報を電子化して持ち歩けるデバイスです。

1984年のPsion社によるOrganizerが嚆矢とされていますが、当時PDAという
単語はありませんでした。その後1993年にApple社からNewton MessagePad
が発売され、この時にPDAという単語が作られました。日本では1990年代後半
に、いわゆる電子手帳から発展したシャープ株式会社のザウルスがPDAと
して普及しました。

それまで単体で運用されていたPDAですが、1996年にUSロボティクス社から
発売されたPalm Pilotが新たな道を開きます。HotSyncと呼ばれる機能で、
有線接続ながらPCとのデータ同期を可能にしたのです。大量のデータはPC
で効率良く入力し、外出先ではPDAで手早くデータを参照／入力するといっ
た使い分けができ、またデータのバックアップデバイスとしても機能しました。

1990年代の一般的なPCは、携帯用であっても大きく、重く、起動に時間がか
かり、バッテリー駆動時間も短いものでした。このため機能は限定されるもの
の、小型軽量で起動が早く、長時間稼働するPDAが流行したのです。

もう一つの流れはモバイルPCです。一般的なPCとそこそこの互換性を保ちな

PDA

PDA

モバイルPC

携帯電話とPDAとモバイルPCはそれぞれ独立して発達しましたが、2000年
代に入ると技術の発展と低コスト化により徐々に融合していきます。

海外では2002年発売のHandspring社Treoが転換点と目されます。前述の
Palm Pilotの流れを汲むPDAに携帯電話の機能が内蔵されたのです。日本に
おける象徴としては、2005年に発売されたウィルコム社のW-ZERO3が挙げら
れます。ちょっと大きめのスマートフォンという見た目ですが、スクリーン部分
をスライドさせると小型ながらフルキーボードが現れます。そして通信機能と
してPHSを採用して通話に限らず、外出先でもインターネットにアクセスでき
ました。メールはもちろん、比較的高機能なWebブラウザを搭載し、Webも普
通に見ることができたのです。

W-ZERO3は技術者やガジェット好きな人に大受けしました。しかし2年後に
はiPhoneが発売され、さらにノートPCの軽量化、高速化が進みました。そのた
め現在では、PDA／モバイルPC+携帯電話の形態はスマートフォンに吸収さ
れた形ですっかり廃れてしまいました。

現在私達が使っているスマートフォンはiPhoneによって形が決まったようなも
のですが、そこに至るまでには相応の試行錯誤が積み重なっているのです。

3者の融合

がら、現在で言うスマートフォンとタブレットの中間くらいの大きさに収めたPC
で、製品によってはバッテリーで数日間の連続使用が可能なものもありました。

この分野ではAtari社のPortfolioが最初の製品と認識されています。1989年
の発売なので、OSとしてはMS-DOS 2.11ベースのものが採用されました。テキ
ストベースながら、PDAとしての機能も内蔵されていたようです。同じような
MS-DOSベースのモバイルPCは、その後ヒューレット・パッカード社から1991
年にHP95LXが発売され、HP100LX、HP200LXとシリーズ化しました。日本
でも1996年に日本電気株式会社からモバイルギアが発売され、一定の成功
を収めました。

その後、1996年にMicrosoft社からWindows CEがリリースされ、以後のモバ
イルPCはWindows CEからWindows Mobileベースの製品が主流となってい
きます。
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